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1. 2024年3月期第2四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 6,735 6.0 454 4.2 482 3.0 295 △22.2

2023年3月期第2四半期 6,351 22.1 436 △31.2 468 △27.9 379 △20.2

（注）包括利益 2024年3月期第2四半期　　431百万円 （△13.7％） 2023年3月期第2四半期　　499百万円 （△11.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第2四半期 22.85 ―

2023年3月期第2四半期 29.39 ―

(注)当社は、2022年８月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。１株あたり四半期純利益については、前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 17,219 13,949 80.8

2023年3月期 17,033 13,716 80.4

（参考）自己資本 2024年3月期第2四半期 13,919百万円 2023年3月期 13,691百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 15.00 ― 16.00 31.00

2024年3月期 ― 15.00

2024年3月期（予想） ― 16.00 31.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無　：　無

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,000 11.5 1,500 24.6 1,505 32.1 1,020 23.5 78.88

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無　：　無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有
の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期2Q 12,960,000 株 2023年3月期 12,960,000 株

② 期末自己株式数 2024年3月期2Q 27,860 株 2023年3月期 34,014 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期2Q 12,928,703 株 2023年3月期2Q 12,913,292 株

（注）当社は、2022年８月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われた
と仮定し発行済株式数（普通株式）を算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年９月30日）におけるわが国経済は、インバウンド需要の回

復を受けて宿泊・サービスが回復した他、価格転嫁の動きが広がっていることから卸売や小売の業況も改善し、製

造業・非製造業ともに大企業の景況感は改善傾向となりました。一方、インフレやウクライナ情勢等を背景に世界

的な設備投資意欲は減退しており、輸出は伸び悩む傾向にあります。

なお、今後の景気の先行きについては、個人消費、ソフトウエアをはじめとする省力化・情報化への設備投資、

インバウンド需要が牽引役となり、緩やかな回復が続く見通しです。

このような環境の下、当第２四半期連結累計期間は、外食・小売業における機械化や省人化の動きは引き続き継

続しており、製品需要は堅調に推移しました。なお、一昨年より継続していた半導体や部材の供給不足による生産

活動への影響は、第１四半期連結累計期間より概ね解消しております。

国内は、原材料価格やエネルギー価格の高騰により、外食・小売業にとっては厳しい事業環境が続いております

が、2023年５月に新型コロナウイルスの５類移行、インバウンド需要の回復、および人手不足を背景とした省人化

の動きは継続しており、製品需要は堅調に推移しました。業態別では、大手回転寿司チェーンからの寿司ロボット

の入替需要が牽引したほか、スーパーマーケットの寿司ロボットの入替需要が堅調に推移し、レストラン・食堂業

態およびホテル・旅館・給食業態からのご飯盛付けロボット（Fuwarica）の製品需要が拡大し、国内売上高は前年

同四半期を上回りました。

海外は、外食・小売業における人手不足の深刻化や人件費の高騰により、機械化や省人化の動きは引き続き継続

しているものの、インフレや金融引き締め、ウクライナ情勢を巡る地政学的リスクなどを背景に事業者の設備投資

意欲は減退しました。地域別では、東アジアや東南アジアは、外食需要の回復が引き続き進んでいること、日系企

業の海外進出の増加に伴い製品需要は堅調に推移しました。一方、欧州は、ウクライナ情勢によるエネルギー価格

高騰や供給懸念の深刻化に伴う事業者への影響が継続しており、設備投資計画の中止や延期等により売上高が減少

しました。

北米は、機械化や省人化の動きを背景に製品需要は堅調に推移いたしました。一方、米国子会社に対して、部材

調達難の影響を鑑みタイムリーな製品出荷体制をとるために、前連結会計年度において在庫の積み増しを行ってお

りました。第１四半期連結累計期間に入り、部材調達難が概ね解消され、「在庫の適正化」を図るため、当社から

の製品の出荷調整を行っております。また、当社（３月期決算）と、決算期が異なる米国子会社（12月期決算）に

おける、両社間の内部取引においては、「期ズレ」が発生しており、「在庫の適正化」の影響で当社から米国子会

社への販売額が減少したことにより、連結ベースでの北米向け売上高は減少しました。その結果、海外売上高は前

年同四半期を下回りました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、67億35百万円（前年同四半期比6.0％増）と前年同四半期を上

回る結果となりました。国内・海外別の売上高の内訳は、国内売上高が47億21百万円（同15.9％増）、海外売上高

が20億13百万円（同11.5％減）となりました。

第２四半期連結累計期間の概況

前第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結累計期間

増減額 増減率(自 2022年４月１日
至 2022年９月30日)

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） 構成比（％） 金額（百万円） （％）

売上高 6,351 100.0 6,735 100.0 383 6.0

国内 4,075 64.2 4,721 70.1 646 15.9

海外 2,276 35.8 2,013 29.9 △262 △11.5

売上総利益 3,036 47.8 3,165 47.0 128 4.2

営業利益 436 6.9 454 6.8 18 4.2

経常利益 468 7.4 482 7.2 13 3.0

親会社株主に帰属
する四半期純利益

379 6.0 295 4.4 △84 △22.2
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利益面につきましては、売上高の増加により、売上総利益は31億65百万円（同4.2％増）と前年同四半期を上回り

ました。営業利益は、前連結会計年度に行った事業成長を見据えた基盤構築に伴う人件費、本社移転に伴う賃借料、

基幹システムの入替等に伴う償却費、円安による海外子会社のコスト増を中心に販売費及び一般管理費が増加した

ものの、一方では海外の売上高減少、燃料費高騰の落ち着きによる荷造運送費の減少、コンサル費用や展示会費用

等がコストコントロールの効果により減少し、４億54百万円（同4.2％増）と前年同四半期を上回りました。経常利

益は４億82百万円（同3.0％増）と前年同四半期を上回りました。

親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期に政策保有株式の投資有価証券売却益１億28百万円を特別

利益に計上したことに加え、連結子会社の株式会社日本システムプロジェクトにおいて、同社の業績が想定よりも

悪化したため、同社に係るのれんの減損損失として28百万円を特別損失に計上した影響に伴い、２億95百万円（同

22.2％減）と前年同四半期を下回りました。

（２）財政状態に関する説明

財政状態は、次のとおりであります。

(資産)

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ１億86百万円増加し172億19百万円とな

りました。これは主に、現金及び預金が２億59百万円減少し、棚卸資産が50百万円減少しましたが、固定資産が３

億41百万円増加したことによるものであります。

(負債)

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ46百万円減少し32億69百万円となりまし

た。これは主に、資産除去債務が91百万円増加した一方で、買掛金が95百万円減少したこと、および未払法人税等

が46百万円減少したことによるものであります。

(純資産)

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ２億33百万円増加し139億49百万円とな

りました。これは主に、利益剰余金が配当金の支払により２億６百万円減少した一方で、親会社株主に帰属する四

半期純利益により２億95百万円増加したこと、および為替換算調整勘定が１億20百万円増加したことによるもので

あります。

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4)研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は97百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、実際の数値は今後様々な要因により、予想数値と異なる

可能性があります。なお、業績予想値につきましては、2023年５月12日公表時から変更しておりません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,865,751 4,605,765

受取手形及び売掛金 1,577,115 1,579,873

電子記録債権 168,167 329,989

棚卸資産 2,762,466 2,712,056

その他 312,173 302,918

流動資産合計 9,685,674 9,530,602

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,578,410 2,069,136

土地 3,664,888 3,664,888

その他（純額） 725,669 449,140

有形固定資産合計 5,968,967 6,183,165

無形固定資産

のれん 33,051 ―

その他 419,417 592,446

無形固定資産合計 452,468 592,446

投資その他の資産

投資有価証券 36,801 47,461

繰延税金資産 607,053 599,860

その他 289,726 273,409

貸倒引当金 △7,680 △7,680

投資その他の資産合計 925,901 913,051

固定資産合計 7,347,338 7,688,663

資産合計 17,033,012 17,219,266
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 504,671 408,800

１年内返済予定の長期借入金 60,545 60,691

未払法人税等 168,848 122,713

賞与引当金 204,918 363,197

その他 863,698 693,478

流動負債合計 1,802,682 1,648,881

固定負債

長期借入金 209,969 178,623

役員退職慰労引当金 2,880 3,300

退職給付に係る負債 1,140,102 1,174,863

資産除去債務 57,701 149,656

その他 103,497 114,537

固定負債合計 1,514,150 1,620,981

負債合計 3,316,833 3,269,862

純資産の部

株主資本

資本金 1,154,418 1,154,418

資本剰余金 998,054 1,001,696

利益剰余金 11,476,082 11,564,728

自己株式 △20,707 △15,975

株主資本合計 13,607,847 13,704,867

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 181,693 302,370

退職給付に係る調整累計額 △98,495 △88,133

その他の包括利益累計額合計 83,197 214,237

非支配株主持分 25,134 30,297

純資産合計 13,716,179 13,949,403

負債純資産合計 17,033,012 17,219,266
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

売上高 6,351,837 6,735,651

売上原価 3,315,244 3,570,564

売上総利益 3,036,593 3,165,087

販売費及び一般管理費 2,600,106 2,710,176

営業利益 436,486 454,911

営業外収益

受取利息 133 1,004

受取配当金 864 35

為替差益 33,093 10,240

持分法による投資利益 ― 8,558

保険解約返戻金 ― 8,000

その他 5,570 2,713

営業外収益合計 39,662 30,552

営業外費用

支払利息 1,089 1,828

譲渡制限付株式関連費用 1,082 616

持分法による投資損失 4,971 ―

その他 78 241

営業外費用合計 7,221 2,686

経常利益 468,928 482,777

特別利益

投資有価証券売却益 128,234 ―

特別利益合計 128,234 ―

特別損失

固定資産除却損 233 174

役員退職慰労金 5,400 ―

抱合せ株式消滅差損 25,441 ―

減損損失 ― 28,644

特別損失合計 31,075 28,818

税金等調整前四半期純利益 566,087 453,958

法人税等 185,516 155,557

四半期純利益 380,571 298,400

非支配株主に帰属する四半期純利益 997 2,938

親会社株主に帰属する四半期純利益 379,573 295,462
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日
　至 2022年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

四半期純利益 380,571 298,400

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △91,095 ―

為替換算調整勘定 170,468 119,177

退職給付に係る調整額 9,814 10,362

持分法適用会社に対する持分相当額 30,156 3,725

その他の包括利益合計 119,343 133,265

四半期包括利益 499,914 431,665

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 496,158 426,502

非支配株主に係る四半期包括利益 3,756 5,163
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 (税金費用の計算)

　 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

　 的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。ただ

　 し、見積実効税率を使用できない場合には、法定実効税率を使用しております。

　


